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Ｎ Ｐ Ｏ 法 人・越 谷 市 郷 土 研 究 会 

第 ４９６ 回 史 跡 め ぐ り 

今大沸騰中の江戸最古を誇る七福神を訪ねる 

『谷中 七 福 神 め ぐ り』  
集合時間と集合場所 ８：１０ 北越谷駅西口（始発電車） 

※現地は道路が人で大混雑し、拝観寺では大変な長蛇の列が予想。誠に恐縮ですが、 

拝観寺では提示カードで補い場所確認と簡単な説明になります。ご了承願います。 

コース 北越谷駅⇒日暮里駅⇒田端駅（南口）⇒不動坂（田端村の文士が通った坂道） 

    ⇒東覚寺
とうがくじ

（❶福禄寿・赤紙不動）⇒谷田川通り⇒道灌山
どうかんやま

（江戸市民の行楽地） 

⇒ひぐらし坂⇒六
ろく

阿弥陀
あ み だ

道
みち

⇒青雲寺
せいうんじ

（➋恵比寿・舟つなぎの松）⇒修性 院
しゅしょういん

 

（❸布袋尊）⇒夕焼けだんだん（延命院貝塚）⇒ 経
きょう

王寺
おうじ

の弾痕跡⇒笠森お仙
せん

 

（笠森稲荷）⇒長安寺
ちょうあんじ

（➍寿老人・狩野芳崖）⇒天王寺
てんのうじ

（❺毘沙門天・大仏） 

⇒谷中
やなか

五重塔跡⇒長谷川一夫・毒婦お伝の墓⇒護国院
ごこくいん

（❻大黒天）⇒暗闇坂
くらやみざか

⇒ 

森鴎外旧居跡⇒不 忍
しのばずの

池
いけ

弁天堂（❼弁財天）《広場解散 13：30》徒歩 4．8㎞ 

《七福神めぐり中の緊急連絡先 ナンバーカード記載の新井携帯にお願いします》             

案内者：１班：顧問 加藤幸一、２班：実行委員 新田
に っ た

竹明、３班：理事 大野悦治 

護国院所蔵の色紙より取得 
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谷
中
七
福
神
を
詣
で
る 

加
藤
幸
一 

谷
中
の
地
名
の
語
源
：
上
野
台
地
と
本
郷
台
地
の
間
の
低
地
を
本
来
は
指
し
て
い
た
と
推
測
。 

江
戸
最
古
の
谷
中
七
福
神 

 

谷
中
七
福
神
は
、
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
～
六
四
）
に
始
ま
り
、
江
戸
最
古
で
あ
る
と
さ
れ
る
。 

谷
中
七
福
神
は
、「
谷
中
七
福
神
『
江
戸
歴
史
散
歩
』」（
江
戸
歴
史
散
歩
の
会
）
に
よ
る
と
、
今
の

組
み
合
わ
せ
が
江
戸
時
代
か
ら
続
い
て
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
は
今
と
は
一
部
違
っ
た

組
み
合
わ
せ
が
見
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
例
と
し
て
経
王
寺
の
大
黒
天
が
あ
げ
ら
れ
る
。 

田
端
文
士

ぶ

ん

し

村 む
ら

記
念
館
（
入
館
無
料
・
月
曜
と
年
末
年
始
は
休
館
） 

北
区
田
端
六
の
一
の
二 

 

明
治
中
期
ま
で
田
端
は
閑
静
な
農
村
で
し
た
が
、
明
治
二
十
二
年
、
上
野
に
東
京
美
術
学
校
（
現
、

芸
大
）
が
開
校
さ
れ
る
と
、
徐
々
に
そ
の
姿
を
変
え
て
い
き
ま
す
。
上
野
と
は
台
地
続
き
で
便
が

良
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
美
校
を
目
指
し
、
学
び
、
巣
立
っ
た
若
者
た
ち
が
田
端
に
住
む
よ
う

に
な
る
の
で
す
。 

 

明
治
三
十
三
年
・
小
杉
放
庵
、
三
十
六
年
・
板
谷
波
山
、
四
十
年
・
吉
田
三
郎
、
四
十
二
年
・

香
取
秀
真
な
ど
、
芸
術
家
た
ち
が
続
々
と
転
入
。
画
家
を
中
心
と
し
た
ポ
プ
ラ
倶
楽
部
も
誕
生
す

る
な
ど
、
田
端
は
、
さ
な
が
ら
「
芸
術
家
村
」
で
し
た
。 

 

大
正
三
年
、
ひ
と
つ
の
転
機
が
訪
れ
ま
す
。
学
生
・
芥
川
龍
之
介
の
転
入
で
す
。
五
年
に
は
室

生
犀
星
も
田
端
に
移
り
住
み
、
競
う
よ
う
に
作
品
を
発
表
、
名
声
を
高
め
て
い
き
ま
す
。
ふ
た
り

を
中
心
に
、
や
が
て
菊
池
寛
、
堀
辰
雄
、
荻
原
朔
太
郎
、
土
屋
文
明
ら
も
田
端
に
居
を
構
え
る
な

ど
、
大
正
か
ら
昭
和
の
初
期
に
か
け
て
、
田
端
は
「
文
士
村
」
と
な
っ
た
の
で
す
。 

田
端
文
士
村
記
念
館
の
パ
ン
フ
よ
り 

 

な
お
田
端
の
街
角
に
は
文
士
の
旧
居
跡
を
示
す
表
示
も
み
ら
れ
る
。 

当
時
の
田
端
の
様
子
ー
ー
田
園
風
景
に
文
士
や
芸
術
家
が
住
ま
う
ー
ー 

 

田
端
駅
は
、
現
在
よ
り
西
日
暮
里
よ
り
に
あ
り
、
文
士
や
芸
術
家
た
ち
は
こ
の
駅
を
利
用
し
不

動
坂
を
上
っ
て
い
た
。
そ
の
道
は
、
現
在
の
田
端
駅
寄
り
の
歩
道
（
切
通
し
の
東
側
の
歩
道
）
に

ほ
ぼ
相
当
す
る
。
田
端
は
、
江
戸
の
町
の
郊
外
と
し
て
の
田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い
た
。
田
端
駅

は
明
治
二
九
年
に
で
き
る
。 

な
お
、
現
在
の
切
通
し
は
、
昭
和
十
年
に
で
き
た
も
の
で
、
ま
た
現
在
の
谷
田
川
（
や
た
が
わ
）

通
り
は
、
昭
和
初
期
ま
で
谷
田
川
が
流
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

不
動
坂

ふ
ど
う
ざ
か

ー
ー
田
端
駅
の
南
口
に
あ
る
文
士
・
芸
術
家
が
通
っ
た
坂
ー
ー 

不
動
坂
の
い
わ
れ
は
、
坂
の
下
に
不
動
の
滝
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
不
動
明
王
像
が
安
置
さ
れ
て

い
た
こ
と
に
よ
る
。
美
校
の
上
野
駅
か
ら
乗
っ
て
田
端
駅
を
出
る
と
、
文
士
や
芸
術
家
た
ち
は
ま

ず
こ
の
坂
を
上
っ
た
の
で
あ
る
。 
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田
端

た

ば

た

八
幡
神
社
ー
ー
赤
紙
仁
王
さ
ん
は
、
元
は
こ
こ
に
あ
っ
た
ー
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

こ
の
八
幡
神
社
は
、
田
端
村
の
鎮
守
と
し
て
崇
拝
さ
れ
た
神
社
で
、
品
陀
和
気
命
（
ほ
ん
だ
わ

け
の
み
こ
と
・
応
神
天
皇
）
を
祭
神
と
し
て
い
ま
す
。
神
社
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
文
治
五
年
（
一

一
八
九
）
源
頼
朝
が
奥
州
征
伐
を
終
え
て
凱
旋
す
る
と
き
に
鶴
岡
八
幡
宮
を
勧
請
し
て
創
建
さ
れ

た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
別
当
寺
は
東
覚
寺
で
し
た
。 

 

現
在
東
覚
寺
の
不
動
堂
の
前
に
た
っ
て
い
る
一
対
の
仁
王
像
（
赤
紙
仁
王
）
は
、
明
治
元
年
（
一

八
六
八
）
の
神
社
分
離
令
の
発
令
に
よ
っ
て
現
在
地
へ
移
さ
れ
る
ま
で
は
、
こ
の
神
社
の
参
道
入

口
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
門
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
て
、
参
詣
者
が
本
殿
前
ま
で
進
ん

で
参
詣
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
ら
し
く
、
仁
王
像
の
と
こ
ろ
か
ら
参
拝
す
る
の
が
通
例
だ
っ

た
よ
う
で
す
。 

 

参
道
の
中
程
、
一
の
鳥
居
の
手
前
に
は
石
橋
が
埋
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
昭
和
初
期
の
改

修
工
事
に
よ
っ
て
暗
渠
と
な
っ
た
谷
田
川
（
や
た
が
わ
）
に
架
か
っ
て
い
た
も
の
で
、
記
念
保
存

の
た
め
に
こ
こ
へ
移
さ
れ
ま
し
た
。 

 

社
殿
は
何
度
も
火
災
等
に
遭
い
、
焼
失
と
再
建
を
繰
り
返
し
ま
し
た
が
、
平
成
四
年
（
一
九
九

二
）
に
氏
子
た
ち
の
協
力
の
も
と
で
再
建
さ
れ
、
翌
年
五
月
に
遷
座
祭
が
行
わ
れ
て
現
在
の
形
に

な
り
ま
し
た
。
境
内
に
は
、
稲
荷
社
の
ほ
か
に
田
端
冨
士
三
峰
講
が
奉
祀
す
る
冨
士
浅
間
社
と
三

峰
社
が
あ
り
、
冨
士
浅
間
社
で
は
毎
年
二
月
二
十
日
に
「
冨
士
講
の
初
拝
み
」
と
し
て
祭
事
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
九
年
三
月 

東
京
都
北
区
教
育
委
員
会 

➊
《
福
禄
寿
》
東
覚
寺

と
う
が
く
じ

ー
ー
赤
紙
仁
王
さ
ん
ー
ー 

・
赤
紙
仁
王
尊
に
つ
い
て 

 

石
仏
仁
王
の
背
銘
に
「
施
主
道
如
宗
海
上
人
東
岳
寺
賢
盛
代
、
寛
永
十
八
年
巳
年
八
月
二
十
一

日
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
西
暦
一
六
四
二
年
よ
り
露
仏
で
立
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
仁
王
は
本

来
清
浄
な
寺
院
の
境
内
を
悪
か
ら
守
る
金
剛
力
士
と
し
て
門
の
両
側
に
立
ち
仏
法
僧
の
三
宝
を
守

護
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
赤
紙
仁
王
は
当
時
江
戸
市
中
に
流
行
し
て
い
た
疫
病
を
鎮
め
る
た

め
宗
海
上
人
が
願
主
と
な
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
赤
紙
（
魔
悪
を
焼
除

す
る
火
の
色
）
を
自
分
の
患
部
と
同
じ
箇
所
に
貼
っ
て
病
気
身
代
わ
り
と
心
身
安
穏
を
願
う
よ
う

に
な
っ
た
。
石
仁
王
の
あ
ら
た
か
な
霊
験
に
、
今
も
な
お
参
詣
者
は
遠
近
か
ら
集
ま
り
香
煙
が
絶

え
な
い
。 

 

右
の
阿
像
は
口
を
大
き
く
開
け
息
を
吸
い
込
ん
で
い
る
状
態
即
ち
「
動
」
を
表
し
、
左
の
吽
（
う

ん
）
像
は
口
を
し
っ
か
り
と
結
ん
で
息
を
止
め
て
い
る
状
態
即
ち
「
静
」
を
表
示
し
て
い
る
。
阿

吽
の
姿
は
密
教
で
説
く
胎
蔵
界
、
金
剛
界
の
二
界
を
表
し
又
宇
宙
一
切
の
も
の
の
始
め
と
終
わ
り

を
表
し
て
い
る
。
阿
像
か
ら
吽
像
へ
と
祈
願
し
満
願
の
あ
か
つ
き
に
は
お
礼
と
し
て
草
鞋
（
わ
ら

じ
）
を
奉
納
す
る
。
祈
願
者
、
病
人
を
見
舞
う
た
め
日
夜
歩
か
れ
る
の
で
、
さ
ぞ
か
し
わ
ら
じ
が

必
要
で
あ
ろ
う
と
い
う
思
い
や
り
か
ら
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

白
龍
山 

寿
命
院 

東
覚
寺
山
主 

合
掌 
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赤
紙
を
自
分
の
患
部
に
貼
っ
て
病
気
の
身
代
わ
り
を
し
、 

満
願
の
あ
か
つ
き
に
は
お
礼
と
し
て
草
鞋
を
奉
納
す
る
。 

 

阿
吽
の
仁
王
様
は
、
江
戸
時
代
は
隣
の
田
端
八
幡
様
の
参
道
入
口
の
門
の
前
あ
っ
た
。 

 

阿あ

の
仁
王
様 

吽う
ん

の
仁
王
様 
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谷
田
川

や

た

が

わ

ー
ー
現
在
は
谷
田
川
通
り
ー
ー 

 

谷
田
川
は
、
現
在
の
谷
田
川
通
り
に
流
れ
て
い
て
、
谷
田
橋
は
現
在
の
交
差
点
に
あ
っ
た
。 

そ
の
石
橋
は
田
端
八
幡
社
に
移
さ
れ
て
い
る
。 

 

千
歳
湯
（
風
呂
屋
） 

 

こ
こ
は
道
灌
山
に
登
る
入
口
あ
た
り
で
あ
る
。 

 

道
灌
山

ど
う
か
ん
や
ま

ー
ー
上
野
台
地
の
端
に
あ
っ
て
、
江
戸
市
民
の
行
楽
地
・
薬
草
と
虫
聴
き
の
名
所
ー
ー 

 

西
日
暮
里
四
丁
目
の
台
地
は
道
灌
山
と
よ
ば
れ
、
江
戸
時
代
に
は
眺
め
が
よ
く
、
筑
波
や
日
光

の
連
山
、
そ
し
て
下
総
国
府
台
（
現
市
川
市
）
な
ど
を
の
ぞ
む
こ
と
が
で
き
た
。 

 

当
時
は
薬
草
が
豊
富
で
、
一
年
中
採
取
者
が
訪
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
虫
聴
き
の
名
所
と
し
て

知
ら
れ
、
涼
を
求
め
て
人
々
が
集
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。 

 

安
藤
広
重
の
錦
絵
や
正
岡
子
規
の
歌
な
ど
に
よ
っ
て
も
当
時
が
し
の
ば
れ
る
。 

荒
川
区
教
育
委
員
会 

道
灌
山
遺
跡 

 

昭
和
二
十
九
年
、
弥
生
時
代
の
住
居
趾
が
発
掘
さ
れ
た
開
成
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か
、
西
日
暮
里
四

丁
目
の
台
地
上
は
、
縄
文
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
遺
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
地
域
で
あ
る
。 

荒
川
区
教
育
委
員
会 

 

西
日
暮
里
公
園
に
あ
る
解
説
板
よ
り
（
今
回
は
こ
こ
は
通
ら
な
い
） 

 

道
灌
山
は
、
上
野
か
ら
飛
鳥
山
へ
と
続
く
台
地
上
に
位
置
し
ま
す
。
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）

の
「
根
岸
谷
中
日
暮
里
豊
島
辺
図
」
で
は
、
現
在
の
西
日
暮
里
四
丁
目
付
近
に
そ
の
名
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
公
園
を
含
む
台
地
上
に
広
が
る
寺
町
あ
た
り
は
、
ひ
ぐ
ら
し
の
里
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。 

 

道
灌
山
の
地
名
の
由
来
と
し
て
、
中
世
、
新
堀
（
日
暮
里
）
の
土
豪
、
関
道
閑
（
せ
き
ど
う
か
ん
）

が
屋
敷
を
構
え
た
と
か
、
江
戸
城
を
築
い
た
太
田
道
灌
が
出
城
（
で
じ
ろ
）
を
造
っ
た
等
の
伝
承

が
あ
り
ま
す
。
ひ
ぐ
ら
し
の
里
は
、
江
戸
時
代
、
人
々
が
日
の
暮
れ
る
の
も
忘
れ
て
四
季
折
々
の

景
色
を
楽
し
ん
だ
と
こ
ろ
か
ら
「
新
堀
（
に
い
ほ
り
）
」
に
「
日
暮
里
」
の
文
字
を
あ
て
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。 

 

道
灌
山
・
ひ
ぐ
ら
し
の
里
は
、
荒
川
区
内
で
最
も
古
い
歴
史
を
も
つ
所
で
す
。
こ
の
あ
た
り
か

ら
出
土
し
た
土
器
や
、
貝
塚
・
住
居
址
な
ど
は
、
縄
文
時
代
か
ら
数
千
年
に
わ
た
っ
て
人
々
の
営

み
が
続
け
ら
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。 
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道
灌
山
・
ひ
ぐ
ら
し
の
里
は
、
江
戸
の
人
々
の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
た
。 

上
野
台
地
の
崖
ぎ
わ
は
人
々
の
行
楽
地
で
、
筑
波
・
日
光
の
山
々
な
ど
を
展
望
で
き
た
。 

ま
た
薬
草
が
豊
富
で
、
多
く
の
採
取
者
が
訪
れ
て
い
た
。
虫
聴
き
で
も
知
ら
れ
た
。 

左
の
図
に
は
、
行
楽
の
様
子
と
虫
聴
き
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。 

西
日
暮
里
駅
ホ
ー
ム
か
ら
見
上
げ
る
と
上
野
台
地
の
崖
の
様
子
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。 

       

元・道灌山の現地にて現在の眺めを満喫します！ 
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➋

《
恵
比
寿
》
青
雲
寺

せ
い
う
ん
じ

ー
ー

船

繫

ふ
な
つ
な
ぎ

の
松
ー
ー
隅
田
川
の
舟
人
の
目
印
の
松
と
金
比
羅
さ
ま 

道
灌
船
繫
松
（
ふ
な
つ
な
ぎ
の
ま
つ
） 

 

道
灌
船
繫
松
の
こ
と
は
、『
江
戸
名
所
図
会
』（
天
保
七
年
刊
〔
一
八
三
六
〕
）
に
詳
し
く
書
か
れ

て
い
ま
す
。
年
の
秋
、
大
風
に
吹
き
折
れ
て
、
今
は
一
木
の
み
残
れ
り
。
（
中
略
） 

 

或
人
云
（
い
わ
）
く
、
往
昔
（
む
か
し
）
こ
の
ふ
も
と
は
豊
島
（
と
し
ま
）
川
に
続
き
し
入
江

に
て
、
道
灌
の
砦
城
（
と
り
で
）
あ
り
し
頃
は
、
米
穀
そ
の
外
す
べ
て
運
送
の
船
よ
り
、
こ
の
松

を
目
当
に
せ
し
も
の
に
て
、
つ
な
ぐ
と
い
ふ
も
あ
な
が
ち
繫
ぎ
と
ど
む
る
の
義
に
は
あ
ら
ず
、
こ

れ
は
舟
人
の
詞
（
こ
と
ば
）
に
し
て
、
つ
な
ぐ
と
い
ふ
は
目
的
に
す
る
な
ど
い
え
る
に
同
じ
心
と

ぞ
。
よ
っ
て
そ
の
後
、
道
灌
山
の
船
繫
の
松
と
称
し
て
、
は
る
か
に
こ
の
所
の
松
を
目
当
に
せ
し

を
誤
り
て
、
道
灌
船
繫
の
松
と
唱
ふ
る
と
ぞ
。」（
略
）
※
「
豊
島
川
は
戸
田
川
の
下
流
に
し
て
、
隅
田

川
に
続
き
、
末
は
品
川
の
海
に
入
る
大
河
な
り
。」
（
絵
本
江
戸
土
産
の
第
九
編
）、
隅
田
川
の
別
名
か
。 

 

道
灌
船
繫
松
は
、
こ
の
絵
の
中
で
台
地
上
に
高
く
そ
び
え
て
い
ま
す
。
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）

の
秋
大
風
の
た
め
一
本
が
折
れ
、
残
り
一
本
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。（
略
） 

 

道
灌
山
の
船
繋
松
は
、
こ
こ
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
近
在
の
人
た
ち
に
親
し
ま
れ
、
大
切
に
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

※
舟
繋
の
松
の
そ
ば
に
は
、
海
上
交
通
の
守
り
神
の
金
比
羅
様
が
祭
ら
れ
て
い
る
。 

 

現
在
、
こ
の
碑
の
そ
ば
に
は
金
比
羅
様
の
石
塔
が
あ
る
。 

 ➌
《
布
袋
》
修
性
院

し
ゅ
し
ょ
う
い
ん

ー
ー
日
ぐ
ら
し
の
布
袋
ー
ー 

 

修
性
院
（
し
ゅ
し
ょ
う
い
ん
）
の
布
袋
は
、
谷
中
七
福
神
の
一
つ
で
、「
日
ぐ
ら
し
の
布
袋
」
と

も
よ
ば
れ
る
。
谷
中
七
福
神
め
ぐ
り
は
、
江
戸
市
中
で
最
も
古
い
歴
史
を
も
ち
、
年
始
め
に
あ
た

っ
て
江
戸
市
民
が
行
う
年
中
行
事
の
一
つ
で
あ
っ
た
。 

 

江
戸
時
代
の
中
期
ご
ろ
か
ら
、
こ
の
あ
た
り
一
帯
は
俗
に
「
ひ
ぐ
ら
し
の
里
」
と
よ
ば
れ
、
江

戸
近
郊
の
行
楽
地
と
し
て
賑
わ
っ
た
。
こ
と
に
修
性
院
・
妙
隆
寺
（
修
性
院
に
合
併
）・
青
雲
寺
は
、

境
内
に
多
数
の
花
樹
を
植
え
て
、「
花
見
寺
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
庭
園
を
つ
く
り
、
四
季
折
々
の

草
花
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

荒
川
区
教
育
委
員
会 

※
今
は
な
き
妙
隆
寺
は
、
修
性
院
の
向
か
っ
て
右
隣
（
富
士
見
坂
の
北
側
）
に
あ
っ
た
。 

 富
士
見
坂
ー
ー
坂
の
上
で
は
富
士
山
が
見
ら
れ
る
ー
ー 

 

江
戸
時
代
か
ら
の
古
道
。
坂
を
上
っ
た
上
で
は
富
士
山
が
大
変
よ
く
見
ら
れ
て
い
た
が
、
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
な
ど
の
影
響
で
見
え
に
く
く
な
っ
て
き
た
。 

坂
の
途
中
に
富
士
見
坂
か
ら
南
西
方
向
に
見
ら
れ
る
景
色
の
変
遷
の
写
真
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。 
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六
阿
弥
陀
道
（
ろ
く
あ
み
だ
み
ち
）
ー
ー
こ
の
石
碑
は
南
泉
寺
の
そ
ば
に
あ
る
ー
ー 

 

こ
の
道
に
沿
っ
て
青
雲
寺
、
道
灌
山
方
面
に
北
上
す
る
と
、
武
州
六
阿
弥
陀
詣
で
の
第
四
番
に

あ
た
る
与
楽
寺
に
行
く
。 

 

武
州
六
阿
弥
陀
詣
で
は
、
谷
中
七
福
神

詣
で
よ
り
も
古
く
、
江
戸
時
代
初
期
よ
り

行
わ
れ
て
い
た
。
武
州
六
阿
弥
陀
詣
で
の

影
響
で
、
こ
の
谷
中
七
福
神
詣
で
が
行
わ

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

な
お
、
武
州
六
阿
弥
陀
と
は
、
次
の
通

り
で
あ
る
。 

 

第
一
番 

西
福
寺
（
さ
い
ふ
く
じ
・
北
区
豊
島
） 

 

第
二
番 

延
命
寺
の
阿
弥
陀
堂
（
足
立
区
江
北
、
南
東
六
百
ｍ
先
の
恵
明
〔
え
み
ょ
う
〕
寺
に
合
併
） 

 

第
三
番 

無
量
寺
（
北
区
西
ケ
原
） 

 

第
四
番 

与
楽
寺
（
北
区
田
端
） 

 

第
五
番 

常
楽
院
（
台
東
区
下
谷
、
調
布
市
の
深
大
寺
に
合
併
） 

 

第
六
番 

性
翁
寺
（
し
ょ
う
お
う
じ
・
足
立
区
扇
） 

 

延
命
院
貝
塚
ー
ー
上
野
台
地
の
こ
の
あ
た
り
の
崖
で
み
ら
れ
た
貝
塚
ー
ー 

 

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
延
命
院
の
境
内
の
崖
下
（
上
野
台
地
の
南
西
部
）
で
貝
塚
が

発
見
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
を
「
延
命
院
貝
塚
」
と
呼
ば
れ
、
こ
の
あ
た
り
の
崖
で
み
ら
れ
る
縄
文

時
代
の
遺
跡
で
あ
る
。 

 

夕
焼
け
だ
ん
だ
ん
の
階
段
下
の
北
側
あ
た
り
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
地
で
も
延
命
院
貝
塚
の
一
環
と
し
て

の
貝
塚
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。 

 

夕
焼
け
だ
ん
だ
ん 

Ｊ
Ｒ
「
日
暮
里
」
駅
か
ら
「
谷
中
ぎ
ん
ざ
商
店
街
」
へ
と
向
か
う
途
中
に
あ
る
階
段
を
こ
の
よ

う
に
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
夕
焼
け
だ
ん
だ
ん
」
の
名
称
は
平
成
２
年
に
石
段
が
改
装
さ

れ
た
際
の
愛
称
募
集
時
に
タ
ウ
ン
誌
「
谷
根
千
（
や
ね
せ
ん
）
」
の
編
集
者
で
あ
る
森
ま
ゆ
み
氏

が
応
募
し
て
採
用
さ
れ
た
名
称
で
あ
る
。 

 

夕
日
の
あ
た
る
頃
、
階
段
の
上
か
ら
夕
日
の
沈
む
「
谷
中
ぎ
ん
ざ
商
店
街
」
方
面
を
見
る
と
、

そ
こ
は
懐
か
し
い
昭
和
の
光
景
の
よ
う
で
あ
る
と
い
う
。 

 

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
「
夕
焼
け
だ
ん
だ
ん
・
日
暮
里
駅
・
レ
ッ
ツ
エ
ン
ジ
ョ
イ
東
京
」
を
参
考
に
し
た
。
） 
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経
王
寺
の
弾
痕

だ
ん
こ
ん

ー
ー
彰
義
隊
を
か
く
ま
っ
た
お
寺
へ
の
新
政
府
軍
の
攻
撃
の
痕 あ

と

ー
ー 

 

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
の
上
野
戦
争
の
と
き
敗
走
し
た
彰
義
隊
士
を
か
く
ま
っ
た
た
め
、
新

政
府
軍
の
攻
撃
を
う
け
る
こ
と
と
な
り
、
山
門
に
は
今
も
銃
弾
の
痕
（
あ
と
）
が
残
っ
て
い
る
。 

谷
中
七
福
神
め
ぐ
り
は
、
現
在
は
こ
こ
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
江
戸
時
代
は
大
黒
天
を
祀
る

寺
院
と
し
て
、
上
野
の
護
国
院
と
と
も
に
谷
中
の
七
福
神
め
ぐ
り
の
対
象
に
含
ま
れ
て
い
た
。 

➍
《
寿
老
人
》
長
安
寺
ー
ー
狩
野
芳
崖
の
墓
ー
ー 

狩
野
芳
崖
墓
（
台
東
区
史
跡
）
台
東
区
谷
中
五
丁
目
二
番
二
十
二
号 

長
安
寺 

 

明
治
初
期
の
日
本
画
家
で
あ
る
。 

 

悲母観音 
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功
徳

く

ど

く

林
寺

り

ん

じ

の
境
内 

お
仙
・
笠
森
稲
荷
ー
ー
笠
森
お
仙
は
笠
森
稲
荷
社
前
の
茶
屋
の
看
板
娘
ー
ー 

 

「
笠
森
お
仙
」
は
江
戸
谷
中
の
笠
森
稲
荷
社
前
の
茶
屋
「
鍵
屋
」
の
看
板
娘
で
、
浅
草
寺
奥
山

の
楊
枝
屋
「
柳
屋
」
の
看
板
娘
「
柳
屋
お
藤
」
と
人
気
を
二
分
し
て
い
た
。
鈴
木
春
信
に
よ
っ
て

浮
世
絵
に
描
か
れ
、「
向
こ
う
横
坑
の
お
稲
荷
さ
ん
へ
一
銭
あ
げ
て
ざ
っ
と
拝
ん
で
お
せ
ん
の
茶
屋

へ
」
と
の
手
ま
り
唄
に
も
歌
わ
れ
た
。
浅
草
の
二
十
軒
茶
屋
の
茶
屋
「
蔦
屋
（
つ
た
や
）
」
の
看
板

娘
蔦
屋
お
よ
し
も
含
め
て
江
戸
の
三
美
人
の
一
人
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。 

笠
森
お
仙
の
茶
屋
は
、
福
泉
院
の
門
前
に
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
福
泉
院
（
明
治
の
初
め
頃
に

取
り
壊
さ
れ
る
）
は
こ
の
明
治
半
ば
に
で
き
た
功
徳
林
寺
あ
た
り
に
あ
り
、
そ
の
関
係
で
功
徳
林

寺
に
よ
っ
て
明
治
四
十
一
・
二
年
頃
に
笠
森
稲
荷
の
祠
が
建
て
ら
れ
た
の
が
事
実
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

❺
《
毘
沙
門
天
》
天
王
寺

て
ん
の
う
じ

ー
ー
釈
迦
如
来
坐
像
の
天
王
寺
大
仏
、
丈
六
仏
ー
ー 

明
治
の
頃
に
は
、「
天
王
寺
大
仏
」
と
し
て
親
し
ま
れ
た
丈
六
仏
で
あ
る
。
丈
六
仏
と
は
、
釈
迦

が
立
っ
た
時
の
身
長
が
一
丈
六
尺
（
４
．
８
５
㍍
）
の
高
さ
と
言
わ
れ
、
釈
迦
と
同
じ
大
き
さ
の

仏
像
で
あ
る
。
座
っ
た
時
は
そ
の
二
分
の
一
の
八
尺
（
２
．
４
㍍
）
と
な
る
。 

こ
の
仏
像
は
釈
迦
が
座
っ
た
時
と
同
じ
大
き
さ
の
丈
六
仏
の
坐
像
と
言
え
、
元
禄
３
年
（
一
六

九
〇
）
の
制
作
で
あ
る
。
仏
様
は
我
々
衆
生
と
違
っ
て
、
い
か
に
大
き
い
か
が
実
感
で
き
る
。 

※
一
丈
は
三
メ
ー
ト
ル
、
一
尺
は
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
一
寸
は
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

天
王
寺

て
ん
の
う
じ

の
五
重
塔
跡
ー
ー
関
東
一
の
高
さ
、
地
元
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
、
放
火
心
中
で
焼
失
ー
ー 

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
近
江
国
（
滋
賀
県
）
高
島
郡
の
棟
梁
八
田

は

っ

た

清
兵
衛
ら
四
十
八
人
に

よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
五
重
塔
は
、
幸
田
露
伴
の
小
説
『
五
重
塔
』
の
モ
デ
ル
と
し
て
も
知
ら
れ
て

い
る
。
総
欅
造
り
で
高
さ
十
一
丈
二
尺
八
寸
（
三
四
・
一
八
メ
ー
ト
ル
）
は
、
関
東
で
一
番
高
い

塔
で
あ
っ
た
。
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
六
月
東
京
市
に
寄
贈
さ
れ
、
震
災
・
戦
災
に
も
遭

遇
せ
ず
、
谷
中
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
な
っ
て
い
た
（
以
上
、
解
説
版
よ
り
）。
昭
和
三
十
二
年
七
月

六
日
午
前
三
時
四
十
五
分
頃
に
火
の
手
が
あ
が
る
。
放
火
心
中
に
よ
り
焼
失
し
た
。 

鳥居そばの 

笠森お仙 

想像図 
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谷
中
墓
地 

長
谷
川
一
夫
の
墓
ー
ー
銭
形
平
次
の
俳
優
ー
ー 

 

流
し
目
と
鼻
に
か
か
る
語
り
口
で
知
ら
れ
、 

美
男
の
代
名
詞
に
も
な
っ
た
昭
和
の
時
代
劇 

の
大
ス
タ
ー
で
あ
る
。
特
に
『
銭
形
平
次
』 

で
有
名
。 

現
在
も
献
花
が
絶
え
な
い
。 

 

川
上
音 お

と

二
郎

じ

ろ

う

の
銅
像
跡
地
ー
ー
「
オ
ッ
ペ
ケ
ペ
ペ
ッ
ポ
ー
・
ペ
ッ
ポ
ポ
ー
」
ー
ー 

 

新
派
の
祖
。
明
治
の
自
由
民
権
運
動
で
活
躍
し
、
後
に
時
世
風
刺
や
「
オ
ッ
ペ
ケ
ペ
ー
節
」
で

有
名
と
な
る
。 
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高
橋
お
伝 で

ん

の
墓
（
供
養
塔
）
ー
ー
古
着
屋
殺
し
の
毒
婦
ー
ー 

 

髙
橋
お
伝
は
、
明
治
初
期
に
古
着
屋
吉
蔵
殺
し
の
事
件
を
起
こ
し
た
希
代
の
毒
婦
と
し
て
喧
伝

さ
れ
た
女
性
で
あ
る
。
明
治
十
二
年
に
日
本
で
最
後
の
斬
首
を
執
行
さ
れ
た
人
物
で
も
あ
る
。
ら

い
病
に
か
か
り
身
体
の
自
由
を
失
っ
た
夫
を
毒
殺
し
て
逃
亡
し
た
と
い
う
話
は
作
り
話
で
あ
る
。 

史
実
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
二
度
目
の
婿
を
迎
え
た
が
、
こ
の
夫
が
ら
い
病
に
か
か
っ

た
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
こ
の
た
め
に
生
活
が
困
窮
し
博
打
に
興
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
東
京
に

出
て
、
つ
い
で
横
浜
に
行
っ
た
。
こ
の
間
、
売
春
で
生
活
費
と
夫
の
治
療
費
を
稼
い
で
い
た
よ
う

「
で
あ
る
。
夫
は
死
没
し
た
後
、
生
糸
商
人
の
妾
と
な
り
、
神
田
仲
町
に
住
ん
だ
が
姿
を
く
ら
ま

し
、
小
川
市
太
郎
と
い
う
者
と
同
棲
し
た
。
小
川
に
生
活
力
が
な
い
た
め
、
お
伝
は
売
春
と
借
金

に
走
り
、
返
済
を
迫
ら
れ
て
恐
ら
く
は
売
春
の
馴
染
み
客
で
あ
っ
た
古
着
屋
の
後
藤
吉
蔵
に
借
金

を
申
し
込
み
、
蔵
前
の
旅
館
に
呼
び
出
し
て
殺
害
に
及
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

髙
橋
お
伝
が
希
に
見
る
毒
婦
と
し
て
明
治
初
期
の
新
聞
を
賑
わ
し
、
仮
名
垣
魯
文
が
お
伝
処
刑

の
わ
ず
か
一
ヶ
月
後
に
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
お
伝
一
代
記
で
あ
る
「
髙
橋
阿
伝
夜
叉
」
を
出
版

し
て
人
気
を
博
し
、
誇
張
さ
れ
た
犯
罪
話
が
後
々
ま
で
人
々
に
伝
え
ら
れ
、
信
じ
ら
れ
て
い
る
。

女
性
が
殺
人
を
行
う
と
い
う
の
は
、
当
時
は
猟
奇
的
に
報
道
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
墓
の
方
は
、

南
千
住
駅
に
近
い
元
・
小
塚
原
刑
場
近
く
に
あ
る
回
向
院
別
院
に
あ
る
。 

参
考
文
献
「
日
本
風
俗
史
学
会
編
・
明
治
の
東
京
一
〇
〇
話
、
つ
く
ば
ね
舎
」 

 

❻
《
大
黒
天
》
護
国
院

ご
こ
く
い
ん

ー
ー
お
釈
迦
様
を
安
置
し
た
釈
迦
堂
、
護
国
院
大
黒
天
ー
ー 

 

護
国
院
の
現
存
す
る
本
堂
は
釈
迦
堂
と
も
呼
ば
れ
、
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
三
月
の
再
建
。 

護
国
院
の
所
蔵
す
る
大
黒
天
画
像
は
三
代
将
軍
徳
川
家
光
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
、
江

戸
時
代
に
谷
中
七
福
神
の
一
つ
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
い
て
「
護
国
院
大
黒
天
」
と
呼
ば
れ
た
。 

 

東
叡
山
寛
永
寺
の
最
初
の
子
院
で
、「
東
叡
山
釈
迦
堂
」
と
も
呼
ば
れ
た
。 

暗
闇
坂

く
ら
や
み
ざ
か

ー
ー
真
の
闇
と
な
る
坂
ー
ー 

 

江
戸
時
代
か
ら
の
古
道
で
、
周
辺
に
は
何
も
な
く
木
立
に
囲
ま
れ
真
の
闇
と
な
り
、
不
気
味
な

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。 

森
鷗
外
旧
居
跡 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

台
東
区
池
之
端
三
丁
目
三
番
二
十
一
号 

 

森
鷗
外
は
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
三
月
九
日
、
海
軍
中
将
赤
松
則
良
の
長
女
登
志
子
と

結
婚
し
、
そ
の
夏
に
根
岸
か
ら
こ
の
地
（
下
谷
区
上
野
花
園
町
十
一
番
地
）
に
移
り
住
ん
だ
。 

こ
の
家
は
、
現
在
で
も
ホ
テ
ル
（「
水
月
ホ
テ
ル
鷗
外
荘
」）
の
中
庭
に
残
さ
れ
て
い
る
。 
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➐
《
弁
天
》
弁
天
堂
ー
ー
琵
琶
湖
の
竹ち

く

生
島

ぶ

し

ま

に
ち
な
ん
で
設
置
ー
ー 

台
東
区
上
野
公
園
二
番 

 

寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
天
海
僧
正
（
て
ん
か
い
そ
う
じ
ょ
う
）
は
、
比
叡
山
延
暦
寺
に
な
ら

い
、
上
野
台
地
に
東
叡
山
寛
永
寺
を
創
建
し
た
。
不
忍
池
（
し
の
ば
ず
の
い
け
）
は
、
琵
琶
湖
に

見
立
て
ら
れ
、
竹
生
島
（
ち
く
ぶ
し
ま
）
に
因
ん
で
、
常
陸
（
ひ
た
ち
、
現
茨
城
県
）
下
館
城
主

水
谷
（
み
ず
の
や
）
勝
隆
が
池
中
に
中
之
島
（
弁
天
島
）
を
築
き
、
さ
ら
に
竹
生
島
の
宝
厳
寺
（
ほ

う
ご
ん
じ
）
の
大
弁
才
天
を
勧
請
（
か
ん
じ
ょ
う
）
し
、
弁
天
堂
を
建
立
し
た
。 

 

当
初
、
弁
天
島
へ
は
小
船
で
渡
っ
て
い
た
が
、
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
～
七
二
）
に
石
橋
が
架

け
ら
れ
て
自
由
に
往
来
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
弁
天
島
は
弁
天
堂
に
参
詣
す
る
人
々
や
行
楽
の

人
々
で
賑
わ
っ
た
。 

 

弁
天
堂
は
、
昭
和
二
十
年
の
空
襲
で
焼
失
し
、
昭
和
三
十
三
年
九
月
に
再
建
さ
れ
た
。
弁
天
堂

本
尊
は
、
慈
覚
大
師
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
八
臂
（
は
っ
ぴ
）
の
大
弁
才
天
、
児
玉
希
望
（
こ
だ
ま

き
ぼ
う
）
伯
に
よ
る
「
金
竜
」
の
図
が
画
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
堂
前
、
手
水
鉢
（
ち
ょ
う
ず

ば
ち
）
の
天
井
に
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
と
銘
の
あ
る
谷
文
晁
に
よ
る
「
水
墨
の
竜
」
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。 

大
祭
は
、
九
月
の
巳
の
日
で
、
巳
成
金
（
み
な
る
が
ね
）
と
い
う
。 

 
 

平
成
十
年
三
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

台
東
区
教
育
委
員
会 

     

                

『
江
戸
名
所
図
会
』 

不
忍
池 

蓮
見 

 (

不
忍
池
は
江
戸
第
一
の
蓮
池
な
り
と

記
さ
れ
て
い
る) 

日
本
に
お
け
る
洋
風
画
の
開
拓

者
・
司
馬
江
漢
の
不
忍
池
図 
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